
 

二
〇
二
一
年 

広
島
大
学
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

（
法
、
医
、
歯
、
総
合
科
学
部
）
国
語 

解
答
・
解
説
・
採
点
基
準 

全
３
問 

１
２
０
分 

１
０
０
点
満
点 

第
一
問
（
３
５
点
） 

〈
現
代
文 

木
村
至
聖
『
産
業
遺
産
の
記
憶
と
表
象
：「
軍
艦
島
」
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
〉 

解
答 

問
一 

ａ
＝
鑑
定 

 

ｂ
＝
模
造 

 

ｃ
＝
誘
致 

 

ｄ
＝
喚
起 

 

ｅ
＝
様
相 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

問
二 

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
文
化
的
価
値
を
認
め
ず
に
、
国
家
や
支
配
階
級
が
保
存
対
象
と
見
な
す
も
の
に
文
化
的
価
値
を
限
定
し
て
し

ま
う
か
ら
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

問
三 

文
化
遺
産
の
意
味
や
価
値
を
経
済
的
商
品
と
し
て
消
費
の
対
象
と
す
る
こ
と
。 

 

 

問
四 

 

 

１ 

消
費
の
対
象
と
な
っ
た
文
化
遺
産
の
意
味
や
価
値
が
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
貶
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
国
家

が
そ
の
価
値
を
絶
対
化
・
神
聖
化
す
る
こ
と
で
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
と
い
う
関
係
。 

 
 
 

 

２ 

文
化
遺
産
が
文
化
資
源
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
家
は
保
存
に
必
要
な
社
会
的
協
力
を
喚
起
で
き
、
国
家
の
「
お
墨
つ
き
」

を
背
景
に
文
化
遺
産
の
市
場
価
値
が
上
昇
す
る
と
い
う
、
国
家
と
市
場
の
共
犯
的
な
関
係
。 

 

 

問
五 

欲
望 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

問
六 

階
級
（
社
会
階
級
） 

 
 

 

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
） 

 
 

 

地
方 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

問
七 

文
化
遺
産
は
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
消
費
対
象
と
し
て
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
文
化
資
源
と
見
な
さ
れ
る
と
同
時
に
、

多
様
な
社
会
集
団
が
社
会
的
結
合
や
集
合
的
記
憶
を
強
化
す
る
た
め
に
自
発
的
に
保
存
を
求
め
る
対
象
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（
九
八
字
） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

     



 
採
点
基
準 

▼ 

採
点
に
際
し
て
は
、
必
ず
解
説
を
参
照
し
て
、
許
容
さ
れ
る
解
答
を
確
認
す
る
こ
と
。 

▼ 

小
問
ご
と
に
、
加
点
法
・
減
点
法
併
用
で
採
点
す
る
。
０
点
以
下
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
問
は
０
点
と
す
る
。 

▼ 

「
Ｘ
と
い
う
内
容
（
？
点
）
」
の
項
目
は
、
答
案
全
体
が
ど
の
よ
う
な
文
章
構
成
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
答
案
の
一
部
に
要
素
Ｘ

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。 

▼ 

「
Ｘ
１
と
Ｘ
２
が
Ｙ
と
い
う
論
理
関
係
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
？
点
減
点
」
の
項
目
は
、
要
素
Ｘ
１
と
Ｘ
２
が
両
方
と
も
揃
っ
て

い
る
答
案
だ
け
を
判
断
の
対
象
に
す
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ
１
と
Ｘ
２
の
い
ず
れ
か
で
も
欠
け
て
い
る
場
合
は
、
Ｙ
に
つ
い
て
の
減
点

は
し
な
い
（
Ｙ
の
欠
け
に
よ
っ
て
失
点
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
減
点
す
る
必
要
は
な
い
）。 

▼ 

各
々
の
採
点
項
目
に
つ
い
て
、
マ
ル
か
バ
ツ
か
の
二
択
で
判
断
す
る
こ
と
。
誤
字
脱
字
以
外
の
部
分
点
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。 

 

問
一
（
５
点
満
点
） 

 

・
ａ
＝
鑑
定 

 

ｂ
＝
模
造 

 

ｃ
＝
誘
致 

 
 

ｄ
＝
喚
起 

 

ｅ
＝
様
相 

＊ 

各
１
点
。
部
分
点
な
し
。 

 

問
二
（
３
点
満
点
） 

１
．
「
正
統
文
化
」
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
文
化
的
価
値
を
認
め
る
わ
け
で
は
い
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
単
に
、「
正
統
文
化
」
に
よ
っ
て
文
化
的
価
値
が
否
認
さ
れ
る
個
別
的
な
例
（
「「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
、「
逸
脱
行
動
」
等
）
を

挙
げ
る
に
止
ま
り
、
解
答
全
体
の
中
で
、
そ
れ
が
「
文
化
遍
在
主
義
」
の
考
え
方
一
般
（
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
文
化
的
価
値
を

認
め
る
」
、
「
文
化
的
価
値
を
限
定
し
な
い
」
等
）
と
相
反
す
る
と
い
う
論
理
関
係
を
表
現
で
き
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の

項
目
で
は
加
点
し
な
い
。 

２
．
「
正
統
文
化
」
は
国
家
や
支
配
階
級
が
保
存
対
象
と
見
な
す
も
の
に
文
化
的
価
値
を
限
定
し
て
い
る
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
限
定
し
て
い
る
」
は
、
一
部
の
文
化
に
し
か
価
値
を
認
め
な
い
こ
と
が
表
現
で
き
て
い
れ
ば
良
い
。
こ
の
要
素
を
欠
く
場
合

は
１
点
減
点
。 

＊ 

文
末
が
「
〜
（
で
あ
る
）
た
め
／
か
ら
」
な
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
理
由
を
表
す
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 

問
三
（
２
点
） 

１
．
文
化
遺
産
を
消
費
さ
れ
る
経
済
的
商
品
と
し
て
扱
う
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
「
消
費
さ
れ
る
経
済
的
商
品
」
は
、
観
光
と
い
う
文
化
的
消
費
の
た
め
の
資
源
で
あ
る
こ
と
が
表
現
で
き
て
い
れ
ば
良
い
。 

２
．
１
に
お
い
て
、
文
化
遺
産
の
意
味
や
価
値
が
対
象
と
な
る
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
文
化
遺
産
そ
の
も
の
を
「
商
品
」
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
い
、
と
い
う
形
で
説
明
し
て
い
て
も
可
。 

＊ 

文
末
が
「
〜
（
と
い
う
）
こ
と
」
な
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
体
言
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 

問
四
（
１
０
点
満
点
（
各
５
点
）） 

１ 

１
．
（
文
化
遺
産
に
対
す
る
「
市
場
」
の
関
係
と
し
て
）
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
、
文
化
遺
産
の
意
味
や
価
値
が
消
費
対
象
と
見

な
さ
れ
る
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
単
に
文
化
遺
産
が
「
消
費
対
象
」
や
「
観
光
資
源
」
と
見
な
さ
れ
る
と
説
明
す
る
に
止
ま
り
、
文
化
遺
産
の
「
意
味
や
価
値
」

が
消
費
対
象
と
な
る
、
と
い
う
明
確
な
表
現
を
欠
く
場
合
は
１
点
減
点
。 

２
．
（
文
化
遺
産
に
対
す
る
「
国
家
」
の
関
係
と
し
て
）
国
家
は
、
文
化
遺
産
の
意
味
や
価
値
を
絶
対
化
・
神
聖
化
す
る
こ
と
で
文
化



 

遺
産
を
守
る
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
文
化
遺
産
の
意
味
や
価
値
を
絶
対
化
・
神
聖
化
す
る
」
と
い
う
内
容
に
相
当
す
る
要
素
を
欠
く
場
合
は
１
点
減
点
。 

３
．
（
２
が
対
峙
す
る
１
の
側
面
と
し
て
）
１
の
ゆ
え
に
文
化
遺
産
が
貶
め
ら
れ
る
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
文
化
遺
産
が
表
面
的
で
型
に
は
ま
っ
た
見
方
を
さ
れ
る
、
と
い
う
点
が
表
現
で
き
て
い
れ
ば
可
。 

＊ 

文
末
が
「
〜
（
と
い
う
）
関
係
」
な
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
体
言
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 

２ 
 １

．
国
家
と
市
場
の
共
犯
的
な
関
係
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

２
．
（
１
の
具
体
的
内
容
と
し
て
）
国
家
は
文
化
遺
産
を
文
化
資
源
と
見
な
す
こ
と
で
保
存
に
必
要
な
社
会
的
協
力
を
喚
起
で
き
る
、

と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
文
化
資
源
と
見
な
す
」
と
い
う
側
面
へ
の
言
及
を
欠
く
場
合
は
１
点
減
点
。 

＊
「
社
会
的
協
力
」
は
、「
社
会
的
関
心
」
、「
社
会
集
団
の
協
力
」
な
ど
、
そ
れ
に
類
す
る
表
現
で
あ
れ
ば
可
。 

３
．
（
１
の
具
体
的
内
容
と
し
て
）
国
家
の
「
お
墨
つ
き
」
を
背
景
に
文
化
遺
産
の
市
場
価
値
が
上
昇
す
る
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
国
家
の
「
お
墨
つ
き
」」
を
得
ら
れ
る
、
と
い
う
側
面
へ
の
明
確
な
言
及
を
欠
く
場
合
は
１
点
減
点
。 

＊ 

文
末
が
「
〜
（
と
い
う
）
関
係
」
な
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
体
言
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 

 

問
五
（
２
点
） 

 

・
欲
望 

＊ 

部
分
点
な
し
。 

 

問
六
（
６
点
満
点
（
各
２
点
）
） 

 

・
階
級
（
社
会
階
級
） 

 

・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
） 

 

・
地
方 

 

＊ 

順
不
同
。「
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
は
不
可
。 

 

問
七
（
７
点
満
点
） 

１
．
文
化
遺
産
は
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
通
じ
て
消
費
対
象
と
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
又
は
「
地
球
規
模
」
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
と
の
関
係
が
明
示
で
き
て
い
な
け
れ
ば
１
点
減
点
。 

２
．
文
化
遺
産
は
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
文
化
資
源
と
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
地
域
社
会
に
と
っ
て
」
の
資
源
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
「
国
家
と
市
場
に
共
通
す
る
」
資
源
で
あ
る
と
い
う
形
で
説
明
し
て

い
て
も
可
。
こ
れ
に
相
当
す
る
要
素
を
欠
く
場
合
は
１
点
減
点
。 

３
．
文
化
遺
産
は
多
様
な
社
会
集
団
が
保
存
を
求
め
る
対
象
と
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
多
様
な
」
は
、
複
数
の
社
会
集
団
同
士
の
関
係
を
言
い
表
す
表
現
で
あ
れ
ば
可
。
こ
の
要
素
を
欠
く
場
合
は
１
点
減
点
。 

４
．
（
３
の
背
景
と
し
て
）
文
化
遺
産
の
保
存
は
集
合
的
記
憶
の
強
化
に
繋
が
る
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
「
集
合
的
」
な
記
憶
と
い
う
点
は
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
「
社
会
的
結
合
」
や
「
連
帯
感
」
を
強
化
す
る
「
記
憶
」
で
あ
る
と
い

う
点
が
表
現
で
き
て
い
れ
ば
可
。
こ
の
要
素
を
欠
く
場
合
は
こ
の
項
目
で
は
加
点
し
な
い
。 

＊ 

文
末
が
「
〜
（
と
い
う
）
こ
と
」
な
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
体
言
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

＊ 

制
限
字
数
（
１
０
０
字
以
内
）
に
収
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
７
点
減
点
。 

  
 



 第
二
問
（
三
五
点
） 

〈
現
代
文
（
小
説
） 

木
内
昇
「
て
の
ひ
ら
」〉 

解
答 

 

問
一 

咀
嚼
の
音
さ
え
も
厳
し
く
注
意
す
る
ほ
ど
マ
ナ
ー
に
厳
し
い
「
母
」
が
、
人
前
で
ゲ
ッ
プ
を
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
か
ら
。 

問
二 

周
囲
の
人
に
み
っ
と
も
な
い
田
舎
者
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
。 

問
三 

独
特
な
気
品
を
も
っ
て
い
る
と
「
佳
代
子
」
が
感
じ
て
い
た
「
母
」
で
あ
っ
て
も
、
世
間
知
ら
ず
の
田
舎
者
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
。 

問
四 

時
代
が
変
化
す
る
中
で
「
母
」
は
す
で
に
年
老
い
て
、
も
は
や
か
つ
て
の
気
品
や
力
強
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
。 

問
五 

１ 

佳
代
子
（
佳
代
ち
ゃ
ん
）、
母 

 
 
 

２ 

「
佳
代
子
」
は
自
分
に
も
把
握
で
き
な
い
感
情
に
振
り
回
さ
れ
て
癇
癪
を
起
こ
し
、「
母
」
を
困
ら
せ
る
よ
う
に
駄
々

を
こ
ね
た
か
ら
。 

 
 
 
 
 

「
母
」
は
慣
れ
な
い
都
会
の
人
混
み
の
中
で
不
安
と
疎
外
感
を
感
じ
、
心
細
く
な
っ
て
い
る
か
ら
。 

問
六 

か
つ
て
み
み
ず
腫
れ
は
「
母
」
の
強
さ
の
象
徴
で
あ
り
、
自
分
が
尊
敬
す
る
「
母
」
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
存
在
で
あ
っ

た
が
、
互
い
に
年
を
取
っ
た
こ
と
で
、
も
は
や
「
母
」
が
世
間
の
誰
に
も
恥
じ
な
い
特
別
な
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
と
い

う
意
味
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 



 
採
点
基
準 

▼ 

採
点
に
際
し
て
は
、
必
ず
解
説
を
参
照
し
て
、
許
容
さ
れ
る
解
答
を
確
認
す
る
こ
と
。 

▼ 

小
問
ご
と
に
、
加
点
法
・
減
点
法
併
用
で
採
点
す
る
。
０
点
以
下
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
問
は
０
点
と
す
る
。 

▼ 

「
Ｘ
と
い
う
内
容
（
？
点
）
」
の
項
目
は
、
答
案
全
体
が
ど
の
よ
う
な
文
章
構
成
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
答
案
の
一
部
に
要
素
Ｘ

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。 

▼ 

「
Ｘ
１
と
Ｘ
２
が
Ｙ
と
い
う
論
理
関
係
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
？
点
減
点
」
の
項
目
は
、
要
素
Ｘ
１
と
Ｘ
２
が
両
方
と
も
揃
っ
て

い
る
答
案
だ
け
を
判
断
の
対
象
に
す
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ
１
と
Ｘ
２
の
い
ず
れ
か
で
も
欠
け
て
い
る
場
合
は
、
Ｙ
に
つ
い
て
の
減
点

は
し
な
い
（
Ｙ
の
欠
け
に
よ
っ
て
失
点
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
減
点
す
る
必
要
は
な
い
）。 

▼ 

各
々
の
採
点
項
目
に
つ
い
て
、
マ
ル
か
バ
ツ
か
の
二
択
で
判
断
す
る
こ
と
。
誤
字
脱
字
以
外
の
部
分
点
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。 

 

問
一
（
５
点
満
点
） 

１
．
「
母
」
が
人
前
で
ゲ
ッ
プ
を
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
３
点
） 

２
．
「
母
」
が
咀
嚼
の
音
さ
え
も
厳
し
く
注
意
す
る
ほ
ど
行
儀
に
う
る
さ
か
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

３
．
文
末
が
「
〜
か
ら
」「
〜
の
で
」（
も
し
く
は
、
問
い
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
応
す
る
答
え
）
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
１
点
減
点
。 

 

問
二
（
３
点
満
点
） 

１
．
田
舎
者
（
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
）、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

２
．
周
囲
の
人
に
（
田
舎
者
だ
と
）
思
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
「（
田
舎
者
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
）
恥
ず
か
し
か
っ
た
」
、
と
い
う
表
現
も
可
。 

３
．
文
末
が
「
〜
か
ら
」「
〜
の
で
」（
も
し
く
は
、
問
い
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
応
す
る
答
え
）
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
１
点
減
点
。 

 

問
三
（
５
点
満
点
） 

１
．
「
母
」
が
世
間
知
ら
ず
の
田
舎
者
だ
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
３
点
） 

２
．
「
母
」
が
「
佳
代
子
」
に
と
っ
て
自
慢
の
存
在
だ
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「「
佳
代
子
」
に
と
っ
て
憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
」
、「
独
特
な
気
品
を
も
っ
て
い
る
と
「
佳
代
子
」
が
感
じ
て
い
た
」、
な
ど
の
表

現
も
可
。 

＊
１
と
２
が
逆
接
構
造
（
「
２
な
「
母
」
で
あ
っ
て
も
、
１
」
、
「
２
な
「
母
」
が
実
は
１
」
、
な
ど
）
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

１
点
減
点
。 

 

問
四
（
５
点
満
点
） 

１
．
「
母
」
が
年
老
い
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

２
．
「
母
」
か
ら
か
つ
て
の
気
品
や
力
強
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
３
点
） 

 

問
五 

１
（
各
２
点
、
４
点
満
点
） 

 
 

佳
代
子
（
佳
代
ち
ゃ
ん
）
、 

母 

＊ 

順
不
同 

   



 ２
（
各
３
点
、
６
点
満
点
） 

＊ 
順
不
同 

「
佳
代
子
」 

１
．
癇
癪
を
起
こ
し
、
駄
々
を
こ
ね
た
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

２
．
自
分
に
も
把
握
で
き
な
い
感
情
に
振
り
回
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

３
．
「
母
」
に
甘
え
て
い
る
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
具
体
的
に
は
、「
「
母
」
を
困
ら
せ
る
よ
う
に
」
、「
「
母
」
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
と
」
、「「
母
」
に
叱
っ
て
ほ
し
く
て
」、
な
ど
。 

４
．
文
末
が
「
〜
か
ら
」「
〜
の
で
」（
も
し
く
は
、
問
い
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
応
す
る
答
え
）
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
１
点
減
点
。 

 「
母
」 

１
．
慣
れ
な
い
都
会
の
人
混
み
の
中
に
い
る
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

＊
「
見
知
ら
ぬ
土
地
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

２
．
不
安
と
疎
外
感
を
感
じ
、
心
細
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

３
．
文
末
が
「
〜
か
ら
」「
〜
の
で
」（
も
し
く
は
、
問
い
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
応
す
る
答
え
）
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
１
点
減
点
。 

 

問
六
（
７
点
満
点
） 

１
．
み
み
ず
腫
れ
は
「
佳
代
子
」
に
と
っ
て
「
母
」
の
強
さ
の
象
徴
で
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

２
．
み
み
ず
腫
れ
は
尊
敬
す
る
「
母
」
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
存
在
で
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

３
．
も
は
や
「
母
」
が
特
別
な
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
（
４
点
） 

４
．
１
・
２
と
３
と
の
間
で
時
間
経
過
に
よ
る
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
「
か
つ
て
〜
だ
っ
た
が
、
も
は
や
〜
に
な
っ
た
」
、

な
ど
）
解
答
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
２
点
減
点
。 

   
 



 第
三
問
（
３
０
点
） 

〈
現
代
文 
平
野
啓
一
郎 

「
無
常
と
い
う
こ
と
」〉 

解
答 

問
一 

紋
切
型
の
浅
薄 

 

問
二 

今
で
い
う
景
観
破
壊
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
、
風
景
に
そ
ぐ
わ
な
い
建
造
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
点
は
共
通
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。 

 

問
三 

無
常
の
か
な
し
み
の
渦
中
に
あ
る
人
間
や
建
造
物
と
、
人
々
の
不
安
を
慰
め
る
不
変
の
聖
所
と
し
て
の
神
社
仏
閣
と
の
対
比
。 

 

問
四 

現
実
の
生
き
た
京
都
の
変
化
を
認
め
ず
、
記
憶
の
中
に
あ
る
一
つ
の
風
景
を
保
存
し
て
、
死
ん
だ
京
都
の
姿
に
満
足
す
る
こ
と
。 

 

問
五 

前
者
は
「
ど
れ
く
ら
い
」
と
程
度
を
問
う
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
ど
ん
な
に
」
と
量
が
無
数
に
あ
る
様
を
表
し
て
い

る
。 

 

問
六 

人
と
家
屋
と
が
そ
の
脆
さ
に
お
い
て
結
び
合
い
、
例
外
な
く
滅
び
る
こ
と
の
宿
命
を
共
有
し
て
い
る
京
都
の
町
は
、
絶
え
ず
変

化
し
て
も
、
京
都
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
固
有
の
雰
囲
気
を
醸
成
し
て
お
り
、
そ
れ
が
本
来
の
魅
力
だ
と
気
づ
い
た

か
ら
。
（
九
九
字
） 

  
 



 
採
点
基
準 

▼ 

採
点
に
際
し
て
は
、
必
ず
解
説
を
参
照
し
て
、
許
容
さ
れ
る
解
答
を
確
認
す
る
こ
と
。 

▼ 

小
問
ご
と
に
、
加
点
法
・
減
点
法
併
用
で
採
点
す
る
。
０
点
以
下
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
問
は
０
点
と
す
る
。 

▼ 

「
Ｘ
と
い
う
内
容
（
？
点
）
」
の
項
目
は
、
答
案
全
体
が
ど
の
よ
う
な
文
章
構
成
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
答
案
の
一
部
に
要
素
Ｘ

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。 

▼ 

「
Ｘ
１
と
Ｘ
２
が
Ｙ
と
い
う
論
理
関
係
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
？
点
減
点
」
の
項
目
は
、
要
素
Ｘ
１
と
Ｘ
２
が
両
方
と
も
揃
っ
て

い
る
答
案
だ
け
を
判
断
の
対
象
に
す
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ
１
と
Ｘ
２
の
い
ず
れ
か
で
も
欠
け
て
い
る
場
合
は
、
Ｙ
に
つ
い
て
の
減
点

は
し
な
い
（
Ｙ
の
欠
け
に
よ
っ
て
失
点
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
減
点
す
る
必
要
は
な
い
）。 

▼ 

各
々
の
採
点
項
目
に
つ
い
て
、
マ
ル
か
バ
ツ
か
の
二
択
で
判
断
す
る
こ
と
。
誤
字
脱
字
以
外
の
部
分
点
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。 

 

問
一
（
３
点
満
点
） 

１
．「
紋
切
型
の
浅
薄
」 

＊
部
分
点
な
し
。 

 

問
二
（
４
点
満
点
） 

１
．
二
条
城
の
建
設
は
「
現
代
の
景
観
破
壊
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
答
案
全
体
を
見
た
と
き
に
「
全
く
同
じ
で
は
な
い
」
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

２
．
二
条
城
の
建
設
は
「
町
の
風
景
に
そ
ぐ
わ
な
い
（
異
質
な
）
建
造
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
点
で
は
、
現
代
の
景
観
破
壊
と
同
じ

で
あ
る
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
二
条
城
の
建
設
に
お
い
て
現
代
の
景
観
破
壊
と
共
通
し
て
い
る
点
を
説
明
で
き
て
い
れ
ば
、
幅
広
い
表
現
を
許
容
す
る
。 

３
．
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
形
の
文
章
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 
 

 

問
三
（
５
点
満
点
） 

１
．
対
比
さ
れ
て
い
る
一
方
の
項
が
「
無
常
の
か
な
し
み
の
渦
中
に
あ
る
京
都
の
人
々
や
建
造
物
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
無
常
」
や
「
儚
さ
」
に
あ
た
る
内
容
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
１
点
減
点
。 

＊
「
人
々
や
建
造
物
」
に
あ
た
る
内
容
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
１
点
減
点
。
「
人
」
か
「
建
造
物
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
に
触

れ
て
い
る
場
合
は
不
可
。「
居
住
区
」
の
み
は
許
容
す
る
。 

２
．
対
比
さ
れ
て
い
る
他
方
の
項
が
「
不
変
の
聖
所
で
あ
る
神
社
仏
閣
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
不
変
」
に
あ
た
る
内
容
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
１
点
減
点
。 

＊
「
神
社
仏
閣
」
に
あ
た
る
内
容
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
１
点
減
点
。 

３
．
神
社
仏
閣
が
「
人
々
の
不
安
を
慰
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
」
と
い
う
内
容
（
１
点
） 

４
．
「
ど
の
よ
う
な
対
比
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
形
の
文
章
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 問
四
（
５
点
満
点
） 

１
．
「
現
実
の
生
き
た
京
都
と
い
う
町
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
生
き
た
」
に
あ
た
る
内
容
が
な
け
れ
ば
不
可
。 

２
．
「
１
を
認
め
な
い
で
、
記
憶
の
中
に
あ
る
一
つ
の
風
景
を
保
存
す
る
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
た
ま
た
ま
出
現
し
た
風
景
」
な
ど
の
表
現
で
も
可
。 

３
．
「
死
ん
だ
京
都
の
姿
に
満
足
す
る
」
と
い
う
内
容
（
１
点
）。 



 

＊
「
死
ん
だ
町
と
な
る
」
こ
と
を
「
喜
ぶ
」
と
い
う
内
容
を
説
明
で
き
て
い
れ
ば
よ
い
。 

４
．
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
形
の
文
章
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

 問
五
（
４
点
満
点
） 

１
．
前
者
は
「
「
ど
れ
く
ら
い
」
と
程
度
を
問
う
て
い
る
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
程
度
を
問
う
て
い
る
」
こ
と
を
説
明
で
き
て
い
れ
ば
よ
い
。 

２
．
後
者
は
「
「
ど
ん
な
に
」
と
量
が
無
数
に
あ
る
様
を
表
し
て
い
る
」
と
い
う
内
容
（
２
点
） 

＊
「
無
数
に
あ
る
様
を
表
し
て
い
る
」
こ
と
を
説
明
で
き
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 問
六
（
９
点
満
点
） 

１
．
京
都
の
町
で
は
「
人
と
家
屋
と
が
そ
の
脆
さ
に
お
い
て
結
び
合
い
、
例
外
な
く
滅
び
る
こ
と
の
宿
命
を
共
有
し
て
い
る
」
と
い

う
内
容
（
３
点
） 

２
．
京
都
の
町
で
は
「
変
化
し
て
も
、
紛
れ
も
な
く
京
都
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
固
有
の
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
内
容
（
３
点
） 

＊
幅
広
い
表
現
を
許
容
す
る
が
、
「
固
有
の
雰
囲
気
」
の
語
が
な
い
場
合
は
不
可
。 

３
．
筆
者
は
「
２
が
京
都
と
い
う
町
の
本
来
の
魅
力
だ
と
気
づ
い
た
」
と
い
う
内
容
（
３
点
）。 

４
．
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
形
の
文
章
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
減
点
。 

＊ 

制
限
字
数
（
百
字
以
内
）
に
収
ま
っ
て
い
な
い
場
合
、
九
点
減
点
。 

 


